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2008 年 4月 8日深夜、ミャンマーからタイへの就労目的で入国したミャンマー人労働者が
移送されるトラックのなかで窒息死する事件が起こった。通常は海産物を輸送する長さ 6 メ









の見直しをすべきとのメディアや人権 NGO や学識者からの議論が噴出した。 
本事件の捜査には、南部の県を管轄する地方警察(Region8)に加え、越境組織犯罪捜査を担





在し、ある犠牲者によればひとり 708,000 チャット（およそ 20,800 バーツ）をモン人のブロ
ーカーに渡したという。最終的には運転手を含む 6 人のタイ人が逮捕起訴された。ひとりの
ブローカーはこの取引で 10,000 バーツの手数料を得たといい、ミャンマー人の上陸に関与し
た男（上陸に使われた桟橋の所有者の甥）は 20,000 バーツの収入を得ていた。 
 当該事件のミャンマー人移民労働者を不法入国者とするか犠牲者とするかについて政府機








えば、2003 年 3月には子供を含む 13人の死体がプラチンブリ(Prachinburi)のごみ廃棄場で
発見された。おそらく移送されている最中に窒息死したため捨てられたとされる。2006 年サ
ムットプラカンでトローリー漁業に従事する労働者 39 人（うちミャンマー人 30 人）が死亡





















































 5 月 19 日ラノンの入管局に勾留されていた 56 人がミャンマー側との合意にもとづき送還
された。送還先はアンマダン海ミャンマー領 Kawthaung 島であった。証人のため滞在を引き















ていきたい。2007 年 1月に ASEAN 各国によって移民労働者の権利の保護と促進にかんする宣
言は、移民労働者に公正で適切な雇用、賃金、生活水準を促進するよう ASEAN 各国に課して
いる。 
 
以上 
